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図-1　コンクリートの材料構成とCO2排出量
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【性能証明の内容】
本技術についての性能証明の内容は、以下の通りである。
申込者が提案する「低炭素型のコンクリート「クリー
ンクリート」の調合設計・製造・施工マニュアル」に従っ
て設計・製造・施工されたクリーンクリートは、以下の
性能を有する。
（1）  同マニュアルに示した調合設計方法により、コンク

リートのフレッシュ性状および圧縮強度の制御が可
能である。

（2）  クリーンクリートは、同一の圧縮強度（標準養生、
材齢28日における圧縮強度、以下同じ）のコンク
リート（既存技術として、普通ポルトランドセメン
トのみを使用したコンクリート）と比較して、使用
材料のインベントリデータに基づく二酸化炭素排出
量を50%以上低減する。

（3）  クリーンクリートは、同一の圧縮強度のコンクリー
ト（既存技術として、普通ポルトランドセメントの
みを使用したコンクリート）と比較して、断熱温度
上昇試験により得られる断熱温度上昇量の比較に
よって低発熱となる。

【技術の概要】
本技術は、CO2排出量原単位の大きいセメントを、産

業副産物である高炉スラグ微粉末などの混和材に大量置
換することで、コンクリートとしての低炭素化を実現す
ることができる。セメントの混合割合を40％以下とす
ることで、既存技術（ポルトランドセメント100％使用）
に比べて、50％以上（最大80%）のCO2排出量を低減
することが可能になる。また、同一の圧縮強度のコンク
リート（普通ポルトランドセメント100％使用）と比較
して、低発熱となるコンクリートである。

【技術開発の趣旨】
近年、地球温暖化問題に伴うCO2排出量の低減は、
社会的な要求になっている。そのような中、建設分野に
おける主要材料であるコンクリートの低炭素化は、今後
の建設業界における重要な課題になる。

2021年の世界のエネルギー起源のCO2排出量は363

億トンと推計されており、そのうち日本のCO2排出量は
約11億トンとされている。ここで、2001年に検討され
た日本のCO2排出量の内訳を見ると、建設関連による
CO2排出量が全体の約43％、また、資材生産時に排出さ
れるCO2に着目すると、セメント製造時のCO2排出量が
全体の約60％とCO2排出量がいずれも高い割合となる
試算もある。このように、低炭素型社会の構築のために
は、建設分野が果たす役割は極めて大きいものと考える。
コンクリート1㎥あたりのCO2排出量（材料起源）は、

250から300kg程度とされる。ここで、コンクリート
に起因するCO2排出量の総計は2,800万トン /年程度で
あり、日本全体の年間CO2排出量の約2.2%を占めてい
る。このようなことから、コンクリート分野においても
CO2削減に関する取り組みを進める必要がある。そこ
で申込者は、普通ポルトランドセメントのみを使用した
コンクリートに比べて、CO2排出量を最大80％低減し
た低炭素型のコンクリート「クリーンクリート」を開発
した。
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